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「信州道の駅交流会」設立総会 議事録 

 

日時：令和２年 11月 27日(金) 10：30～  

場所：安曇野合同庁舎 講堂 

発言者 発言内容 

黒崎 

 

 

 

黒崎 

阿部知事 

 

黒崎 

 

代表挨拶 

永江所長 

 

 

 

 

黒崎 

 

 

 

石井 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 次第１、「信州道の駅交流会」設立総会、開会宣言(10:30) ― 

進行：上田道と川の駅、黒崎 

 

― 次第２、来賓紹介、あいさつ ― 

議会中、かつ新型コロナ対応でご多忙の中のご参加に御礼 

長野県知事 阿部 守一様 ごあいさつ(別紙参照) 

 

― 来賓紹介 ― 

国土交通省 関東地方整備局 長野国道事務所 永江 浩一郎所長 

中部地方整備局 飯田国道事務所 中村 誠副所長 

 

長野国道事務所長 永江 浩一郎様 ごあいさつ (別紙参照) 

 

（阿部知事、公務のためご退席） 

 

― 出席報告 ― 

会場参加１９駅、WEB参加１０駅、委任状１６駅、合計４５駅、 

全 52駅の過半数超を確認。 

  

― 次第３、経過・設立趣旨の説明 ― 

研究会、検討会、準備会と事務局を務めてきた、上田道と川の駅石井

から説明。 

 経過説明 

・平成 31年２月６日：第１回長野県道の駅 駅長会議において上田道

と川の駅、花の里いいじまから交流会設立の提案 

・令和元年９月 17日：第２回長野県道の駅 駅長会議において交流会

設立について同意を得る 

・令和２年２月：交流会研究会で交流会規約（素案）の作成 

・令和２年２月 18日：参加応募のあった 14駅で設立検討会議を開催 

し、交流会の方向性を確認するとともに検討会事務局を設置 

・令和２年３月～８月：交流会規約・計画等の作成し、検討会事務局

がすべての道の駅を訪問（全駅が交流会参加の意向あり） 
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黒崎 

 

石井 

 

 

 

 

 

 

 

黒崎 

 

 

 

黒崎 

石井 

 

黒崎 

 

女神の里 

たてしな

竹花駅長 

 

 

 

黒崎 

・令和２年８月 31日：設立準備会を開催し準備会地区事務局を設置。

また発足時記念行事（ＡＲスタンプラリー）の実施を確認 

・令和２年９月：地区準備会事務局により、スタンプラリー負担金等

について各駅と調整 

・令和２年 10月 16日～：スタンプラリー（記念行事）（年内） 

・令和２年 11月５日：設立準備会を開催し、設立総会について協議 

・令和２年 11月 27日（本日）：設立総会を開催 

 

設立趣旨説明 

これまで地区に分かれて活動していた長野県の道の駅がすべて集

い、交流することにより、利用者の利便性と地域活力の向上等に寄与

し、もって各道の駅の健全な運営と経営を図ることを目的に、「信州

道の駅交流会」を設立する。 

 

― 次第４、規約の確認 ― 

 

 事務局から説明（資料１） 

これまで研究会、検討会、準備会の中で皆様のご意見を踏まえつつと

もに作ってきた規約案となるため、全文の読み上げはしない。県下全

道の駅運営者の皆様に訪問したり対話しながらご賛同いただいた会

設立の目的に則り、規約各章の構成となっている。交流会の運営にあ

たり、行動や判断の拠り所となる基準として整理した。 

会の名称、目的を読み上げ、規約の確認とする。 

 

規約案について、採決 

Web 参加者も半数以上の賛成、異存がないものと認め、規約について

確認された。 

 

― 次第５、役員の選任 ー 

添付資料の通り案を事務局より説明。 

 

役員案について諮る 

 

賛成意見を述べる。長野大学環境ツーリズム学部と連携活動している

が、熊谷教授はじめ皆さん、初代会長候補高橋先生について、大変手

腕があり、素晴らしい人物と推薦されている。皆様も、会長が手腕発

揮できるように賛成されてはいかがか。 

(他、発言なし) 

 

 異存がないものと認め、原案通り、役員が選任された。 
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高橋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 黒崎 

 

高橋会長 

 

 

石井事務

局長 

 

 

高橋会長 

 

 

 

 

 ― 次第６、選任役員を代表して、高橋大輔会長挨拶 ― 

長野大学環境ツーリズム学部で教員を務めている。 

会長選出にあたり、ご挨拶申し上げたい。 

専門は川や里山など、自然環境系の研究者。上田道と川の駅を拠点に、

子供たちに地域の自然環境の面白さに触れ、地域に愛着を持ってもら

うような環境教育活動をし、上田 道と川の駅の運営にも 10年携わっ

てきた。 

道の駅の 3つの役割、休憩、情報発信、地域連携機能がある。議案の

中にも、「持続可能な地域」がでてきたが、その拠点として道の駅が

役割を果たしていくためには、情報発信、地域連携機能を高めていく

必要がある。 

各 52 駅それぞれに設立事情、経緯が違い、それぞれ強み、特長もあ

る。それら強みをうまく生かしていくのが、交流会の大事な役割。 

まず道の駅同士で情報を共有しあうことで、自他ともに発展していく

ような取り組みを進めていきたい。 

こうした取り組みを拡大していくことで、信州全体の魅力が高まって

くる。すると各駅が発展する礎となる。 

これまで道の駅同士の交流が行えてこなかったところもあるが、交流

会を通じて、道の駅同士様々な交流を行い、強い信州、お客様に喜ば

れる信州、そして地域の顔、信州の顔となるような道の駅を目指した

い。 

こうした理念はぶらさずに、一駅ごとではなかなか進めるのも難しい

ので、みなさんの意見、知恵を結集しながら、信州の道の駅を盛り上

げていく交流会にしたいので、ご協力をお願いしたい。 

 

 ― 次第７、議事 ― 

規約第 11条の４により、高橋会長、議長就任。 

 

 円滑な議事の進行にご協力を願いたい。 

 事務局から議案の説明を。 

 

スタンプラリーの現況について、口頭説明、別紙参照 

10/16～31延 3298人、11/1～23、延 6303人とデータが採れる。 

 (添付議案１.事業計画、議案２.予算案について説明。） 

 

令和２年度事業計画案及び予算案について諮る。承認は挙手にて。 

(全員挙手) 

賛成多数と認め、議案１，２は承認された。 

 

その他の議案について諮る 
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高橋会長 

 

 黒崎 

 

(発言なし) 

以上で議事終了し、議長退任。 

 

 ― 次第８、「信州道の駅交流会」設立総会、閉会宣言(11：02) ― 

 

以上、「信州道の駅交流会設立総会」議事録について、相違ないものと認める。 

(署 名)  

 

道の駅 

 

 駅長         ○印  

 

 

道の駅 

 

 駅長         ○印  


